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1. はじめに

　近年，ユビキタス社会やスマートライフの実現を目指
し，人間・社会・環境への安全・安心を実現するセンシン
グ技術やデバイス技術，情報ネットワーク技術などの研究
に注目が集まっている。また，高密度実装技術や微細加工
技術の進化にともない，電子機器は小型・軽量化が進み，
モバイル（持ち運べる）からウェアラブル（着用できる）
へと進化しつつある。2015年 1月には，米国ラスベガスで
開催された International Consumer Electronics Show 2015 (CES 
2015)においても，通信機能やセンシング機能を搭載した
スマートグラスやスマートウォッチ，さらには，スマート
ソックスなどの新しいタイプのウェアラブル機器などが多
数展示・紹介された 1)。
　ユビキタス社会やスマートライフを考えると，医療機器
やヘルスケア機器でさえ，モバイルやウェアラブル，さら
には，インプランタブル（埋め込める）へと進化するであ
ろう。
　本稿では，人体周辺に着目したワイヤレスボディエリア
ネットワークの一例として，人体通信をとりあげ，人体通
信技術の概要とその応用例を紹介する。

2. ワイヤレスボディエリアネットワーク

　図 1は，生体内や生体表面から計測可能な生体情報の例
を示したものである。医療・ヘルスケア分野においては，
通信機能を備えた小型センサ端末を生体内や生体周囲に分
散配置し，ワイヤレスボディエリアネットワークと呼ばれ
る通信ネットワークを形成して，ワイヤレスで生体情報の
収集，解析，管理を行うことが提案されている 2),3)。
　ボディエリアネットワークの通信方式としては，有線通
信，電波通信，光通信，音波通信などがあげられるが，こ
こでは，人体を介して微弱な電気信号を伝送する人体通信
に着目する。
　人体通信は，人体表面または人体周辺に配置されている
電子機器同士を接続するための通信技術であり，一般的な

電波通信のように放射電磁界を利用せず，人体自体を電気
信号の伝送媒体として利用するため，省電力かつ秘匿性に
優れるなどの特長があり，近年，注目を集めている 4)～8)。
　2012年 2月には，人体周辺における近距離ワイヤレス
ネットワークに関する標準規格として，IEEE802.15.6が承
認された 9)。IEEE802.15.6では，狭帯域ワイヤレス通信と
して，UHF帯（400 MHz帯，800 MHz帯，900 MHz帯，
2,360 MHz帯，2,400 MHz帯）を，広帯域ワイヤレス通信
として，Ultra Wideband (UWB)通信（3.1 GHz～4.8 GHz，
6.0 GHz～10.6 GHz）を利用することが規格化され，あわ
せて，人体通信は，Human Body Communication (HBC)とし
て，21 MHz帯を利用する標準規格となっている。また，
本規格には含まれていないが，産業，科学，医療などに利
用可能な国際的な Industry, Science, Medical (ISM)バンドの
ひとつである 13.56 MHzを想定し，10 MHz付近の周波数
帯を利用した人体通信の検討もなされている 10)。
　図 2は，人体通信の通信形態を示したものであり，人体
通信用の機器を身につけた一個人内での通信（同図 (a))や，
握手などによる人体通信用の機器を身につけた複数の人間
同士の通信（同図 (b)），人体通信用の機器を身につけた人
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図 1.　生体内や生体表面から計測可能な生体情報


